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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、赤芽球のマクロファージへの接着を媒介するタンパク質をコードしています。この接着は、おそらくアポトーシスを抑制することによって、赤芽球の末端成熟と脱核を促進します。コードされているタンパク質は、細胞の細胞外側にN末端、細胞質側にC末端を持つ膜貫通タンパク質です。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2014年7月],発生段階:前期に凝縮したクロマチンとともに局在します。中期には核紡錘体極に、終期および細胞質分裂には収縮環に検出されます。,機能:赤芽球の脱核と成熟マクロファージの発生に役割を果たします。成熟マクロファージの細胞表面にあるMAEAの存在と相関して、赤芽球細胞の成熟マクロファージへの接着を媒介します。 MAEAを介したこの接触は、赤血球細胞のアポトーシスを阻害する。赤芽球島形成に関与し、これは終末期赤血球生成の機能単位である。F-アクチンと会合して、赤芽球およびマクロファージにおけるアクチン分布を制御する。核構造および細胞分裂に寄与する可能性がある。,類似性：CTLHドメインを1つ含む。,類似性：LisHドメインを1つ含む。,細胞内局在：核内に斑点状のパターンとして局在する。,サブユニット：F-アクチンと複合体を形成する。,組織特異性：普遍的。,
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	MAEA抗体を用いたCOLO205細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500に希釈したEmpポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

